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 「ザ・コレクション・ヴィンタートゥール 

     スイス発―知られざるヨーロッパ・モダンの殿堂」 
             

越智裕二郎 

兵庫県立美術館参与 

  

 ヴィンタートゥールはスイスの最大都市チューリッヒの郊外、電車で約 30分の距離にあ

る小都市です。小都市ながら、本展の作品を所蔵するヴィンター

トゥール美術館をはじめ、ドイツ圏美術の名品を数多く有するオ

スカーラインハルト美術館、ハーン・ローザー家の個人邸宅にし

てそのコレクションを見学できる「ヴィラ・フローラ」などで知

られており、美術愛好家なら一度は訪れる街といえるでしょう。 

スイスの建国は 1291年と古いのですが、現在の近代国家とし

ての「スイス連邦」の成立は意外に新しく 1848年、実質国家の

体裁を整えるのは 1874 年の改正連邦憲法以降のことです。ちな

みに婦人参政権は 1971 年に憲法で確立しています。 

 

 さて、本展はヴィンタートゥール美術館が本館改装工事に伴い、

主要作品を世界巡回させるツアーを企画、それに日本の４館が参加したものです。出品作

品についてはヴィンタートゥール美術館側と交渉を行い、日本の展覧会は他の巡回展とか

なり趣きを異にして、ヨーロッパの２０世紀初頭から第２次世界大戦までの約半世紀にわ

たるクラシック・モダン美術の名品を系譜的にたどるとともに、スイス美術の名品を加え

るというものとなりました。スイスはドイツ、オーストリア、イタリア、フランスと国境

を接することから、それぞれの国の主要な美術思潮を受容、展開するとともに、それらの

美術思潮にも加わった作家たちも多いのです。日本ではヨーロッパの近代美術展といえば

フランス美術、ドイツ美術いずれかに偏ったもので、ヨーロッパ全体を見渡した展覧会と

いうのは実は稀でした。今回はスイスという土地柄を生かしてフランス,ドイツ、オースト

リア、スイスを俯瞰した貴重な展覧会といえるでしょう。 

 

それでは本展の出品作品の中から幾つかの名品を紹介しましょう。 

ジャン＝バティスト・カミーユ・コロー（1796-1875）《パシアンス、サン＝タヴィ近郊 

（ランド地方）》1872年 油彩・板 27×35cm． 

 家業の織物業を継ぐように期待されたコローは、26 歳のときにようやく父を説き伏せ、

ヨーロッパの芸術の中心地イタリア、ローマに同地へ私費留学します。初期の喜びに溢れ

たローマ風景画から、しだいに彼はフランスの各

地を歩きフランスの風景を描くようになりまし

た。当時はイタリアの風景でなくては絵画と見做

されず、コローもアカデミーに出品する時にはニ

ンフや神話をその風景に加え神話画の体裁をと

りますが、彼のフランスを描いた風景画は次第に

フランス人の心を捉え、代表作の一つ《モルトフ

ォンティーヌの思い出》（1864年）は皇帝ナポレ

オン 3世の目にとまり、国家買い上げとなりまし

た。 

  しかし近年コローについて注目されている

のは、本作のような油彩画スケッチともいうべき小品です。大きさからしても本作は戸

外で写生されたものあることは間違いなく、ボルドー南方、ランド地方のコローが実見
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した風景、こんもり繁った木の中の一本の道、その向こうの赤い屋根、湧き出る雲など

が、薄塗りで淡々と実写されています。こういった風景を描き出す精神こそ後のバルビ

ゾン派につながるものであり、コローも愛したパリ南郊、フォンテーヌブローのバルビ

ゾン村の画家の一人にコローも数えられるのだといってよいでしょう。コローはこうし

た実景の油彩画スケッチを積み重ね、そしてサロンに出品するような大きな絵の構成を

作り上げていったのでした。 

 

アルフレッド・シスレー（1839-1899）《朝日を浴びるモレ教会》1893 油彩・カンヴァス 

81.5×65.5cm. 

  シスレーはパリ在住の裕福な英国商人の息子として生まれ、英国籍ながらバルビゾン

派、特にコローの影響を強く受け、早くから印象派の一人

として活躍した画家の一人です。 

  本作は、シスレーが自宅からも見ることのできたモレ

＝シュル＝ロワン（パリ南郊、フォンテーヌブローの森周

辺）のノートル・ダム教会を、季節や朝、昼、夕など時間

を分けて描いた作品の初期作の一つで、全部で 14点制作

しています。同じく「ルーアン大聖堂」を季節や時間によ

って描き分けたモネ（ほぼ同年に 30点以上描いた）と比

較されます。 

モネが次第に表現技法にのめり込み、その連作、特に晩

年においてフォルム（形）が溶けるとよく表現されるのに

対して、シスレーは筆触分割の顕著な作品ながら、教会の

どっしりとした量魁がしっかりと描き出され、彼の堅実な

性格が表われているといっても良いでしょう。本作はシスレーの代表作の一つとしてと

して、よく紹介されるものです。 

 

フィンセント・ファン・ゴッホ（1853-1890）《郵便配達人ジョゼフ・ルーラン》1888 油

彩・カンヴァス 65×54cm. 

  オランダの南方、ほとんどベルギー国境あたりに牧師の子として生を享けたゴッホは、

画商や牧師たらんとしながら、強烈な個性のゆえに周りとの軋轢を生み挫折します。画

家としての人生は、画家になることを決意した 1880 年から 1990年に自死するまでの僅

か 10 年余に過ぎません。しかしその間を、彼は疾風怒

涛のように生き、後の画家たちに大きな影響を与えるこ

ととなりました。今日、近代絵画をゴッホ抜きでは語る

ことはもはやできない存在となっているといってよい

でしょう。 

10年しかない彼の画家人生の中でも前半の 5年余は、

オランダにおいて暗いミレー張りの絵を描いており、弟

テオの誘いにパリに出て来て以降、僅か 4 年余の間に

我々の知るゴッホ作品が生み出されます。印象派や日本

の浮世絵を知って、日本に憧れ南方のアルルに移ってか

ら、絵は急速に明るくなり、印象派を飛び越えて後に表

現主義と呼ばれる彼独特の個性的なタッチを持つ絵画

に急激に変貌を遂げることとなりました。そのアルルの

時代、強烈な個性を持つ彼に近づく人も稀でしたが、一

風変わった郵便配達夫ルーランの夫妻もその例外の人でした。ゴッホはその夫人や息子

も題材とすることになります。 
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本作は年記、署名はありませんが、ゴーギャンをアルルに迎え入れた頃（1888 年 11

月から 12 月）、しかも彼の精神が充分安定していた頃に描かれたと考えられています。

立派なひげを蓄えいつも帽子を被っていた（禿げていたからという説あり）ルーランを、

彼にしては静謐な筆で描いて居り、彼独特のタッチはひげや顔に一部に限られています。

日本の浮世絵の影響でしょうか、背景も丹念に塗りこめられて筆触を認めません。本作

はルーランを描いた 6点の中でも他の作品とかなり趣きを異にしています。 

ゴッホが望んだゴーギャンとの生活は、強烈な個性同士がぶつかり合い 9週間で破綻、

精神を病んだ彼はこの絵が描かれた 1888 年の秋から 2 年を経たずに名作《星月夜》や

《カラスのいる麦畑》などを残して、この世の生を終えました。 

 

・アルベルト・ジャコメッティ（1901-1966）《林間地（9 人の人物による構成）》1950年

ブロンズ 59.5×65.5×52cm． 

アルベルト・ジャコメッティは本展でも出品されて

いるスイスの画家ジョヴァンニ・ジャコメッティの息

子として生まれました。父はセザンヌやゴッホの研究

に取り組み、セガンティーニの画業に示唆を得ながら、

スイスで更なる展開を試みた高名な画家でしたが、彼

はパリに出て彫刻家としての道を歩み、ブールデルの

教室に通います。アフリカ彫刻やキュビスムの洗礼を

受けた彼の彫刻（オブジェ）はシュールレアリストた

ちの注目を呼び、1930 年頃から彼はアンドレ・ブル

トンやダリの賞賛を浴びてシュールレアリスムのグループに加わり、数々の代表作を生

み出しました（この頃の《横たわる女》（1929年）も本展に出品されています）。 

しかしながら父の死（1936 年）を境にシュールレアリスム・グループと袂を分かち、

かつて自分が目指した肖像彫刻に戻ります。数ヶ月の制作の過程でそれは削りこんでは

消えていき、削りこんでは消えて行く際限のない苦闘、困難な仕事となりました。いっ

てみれば知覚と表現の隙間に落ち込んでしまった彼は、長い沈黙を経て、ようやく 1946

年小さな細長い彫刻にたどり着きます。1948 年

サルトルの批評文とともにニューヨークのピエ

ール・マチス画廊で発表したそれらの彫刻展は、

俄然反響を呼び彼の名はたちまち欧米をかけめ

ぐることとなりました。そして肖像を超えて人間

の存在の本質に迫る彫刻は、彼の亡くなる直前ま

で進化を続け、批評家は彼をロダンとともに 20

世紀最大の彫刻家と呼ぶにいたったのです。本作

は、アトリエに偶然おいた彫刻が呼応しているこ

とにふと気が付き、手を入れて緊密な構成をもつ

彫刻群にしたもので、彼が好んでいた空き地の

木々の写真にちなんで《林間地》と名づけられた

ものです。 

 

他にもオディロン・ルドンやパウル・クレーの名品、またアンリ・ルソーの代表作《赤

ん坊のお祝い》、ドイツの作家ロヴィス・コリント、スイスの画家ホードラー、ル・コル

ビュジエ、ヴァロットン、さらにカンディンスキーやヤウレンスキーの名作で構成され

る「ザ・コレクション・ヴィンタートゥール」は、20世紀前半のヨーロッパ美術を見通

すいい規模の展覧会であり、鑑賞者に皆様に心地よい知的な刺激を与えてくれることで

しょう。 


